
一般研究発表（9月 2日） 
＊発表 15 分，質疑 4分，交代 1分 

 
 

  

セッション 1 

16:10 S1-1 形情報のワーキングメモリと空間性ワーキングメモリは独立か？ 
二重課題による検討 

 ○真田原行（東京大学） 

16:30 S1-2 ワーキングメモリが怒り優位性効果に与える影響 

 ○守谷順（立教大学）, Ernst H. W. Koster (Ghent University), Rudi De Raedt (Ghent University) 

16:50 S1-3 裏切り者の判別に相手の顔の言語化が与える影響 

 ○波多野文（名古屋大学大学院環境学研究科）, 北神慎司（名古屋大学大学院環境学研究科）, 

川口潤（名古屋大学大学院環境学研究科），大久保街亜（専修大学人間科学部心理学科） 

休憩 

セッション 2 

17:20 S2-1 運動による位置ずれ錯視と視覚の位置情報処理 

 ○久方瑠美（NTT コミュニケーション科学基礎研究所） 

17:40 S2-2 運動物体の遮蔽とフラッシュラグ効果 

 ○山本健太郎（東大先端研）, 區國昌（東大先端研）,渡邊克巳（東大先端研） 



一般研究発表（9月 3日） 
 

セッション 3 

15:10 S3-1 認知的要因がエレベータ開閉ボタンの押し間違いに及ぼす影響 

 ○高橋知世（日本学術振興会，名古屋大学）,  服部陽介（日本学術振興会，東京大学）,  

大塚幸生（日本学術振興会，京都大学）, 北神慎司（名古屋大学） 

15:30 S3-2 一度に呈示される刺激個数が単純接触効果に及ぼす影響 

 ○上地泰一郎（大正大学人間学部人間科学科）, 田谷修一郎（大正大学人間学部人間科学科） 

15:50 S3-3 ひらがなを用いた刺激反応適合性効果の検討 

 ○加納沙斗美(大正大学人間学部人間科学科), 田谷修一郎(大正大学人間学部人間科学科) 

休憩 

セッション 4 

16:20 S4-1 輝度ヒストグラムの尖度と歪度の割合が木材画像の本物らしさに与える影響 

 ○桂重仁（千葉大学大学院融合科学研究科）, 溝上陽子（千葉大学大学院融合科学研究科）， 

矢口博久（千葉大学大学院融合科学研究科） 

16:40 S4-2 PCCS 表色系における明度と彩度の心理的な相関関係について 

 ○若田忠之（早稲田大学）, 齋藤美穂（早稲田大学） 

17:00 S4-3 奥行き手がかりとしての透明視知覚とその応用  
 

 ○吹上大樹(東京大学)， 大石岳史（東京大学）, 池内克史（東京大学） 

 



 
一般研究発表（9月 4日） 

 
 

セッション 5 

10:00 S5-1 見下ろすと信頼感が低くなる？「見上げる」ことと「見下ろす」ことが対人印
象評定に及ぼす影響 

 ○中村なつみ（大正大学人間科学人間科学科）, 田谷修一郎（大正大学人間科学人間科学科） 

10:20 S5-2 能動的随伴性判断におよぼす反応確率と結果密度の効果 

 ○久保田貴之（静岡大学創造科学技術大学院）, 漁田武雄（静岡大学情報学研究科） 

10:40 S5-3 空間的注意がサル下側頭葉野層間神経回路および受容野特性に 
与える影響の研究 

 ○小原慶太郎（早稲田大学・理研 BSI） 

休憩 

セッション 6 

11:10 S6-1 なぜ帰り道は短いのか？ -往復効果の成立条件とメカニズムの検討- 

 ○小澤良祐（京都大学大学院 人間・環境学研究科）, 藤井慶輔（京都大学大学院 人間・環境学研究科, 

日本学術振興会特別研究員）, 神﨑素樹（京都大学大学院 人間・環境学研究科） 

11:30 S6-2 旋律最終音の時間的逸脱が音の大きさ知覚に及ぼす影響 

 ○正田悠 （同志社大学大学院文化情報学研究科・日本学術振興会特別研究員）,  

安田晶子（同志社大学文化情報学部） 


